
大島町中期復興計画　復旧・復興事業一覧

H29 H30 H31

①被災者への資金等の支援

災害弔慰金の支給 災害により死亡（又は行方不明）の方の遺族へ弔慰金を支給します。 〇 〇 〇

遺児生活支援事業 被災者の生活再建状況に応じて、支援が必要な被災者に生活資金の支援を行います。 〇 〇 〇 福祉けんこう
課

②住宅再建の支援

被災者生活再建支援金（加算支援金）の支給 土砂災害で住家が全壊又は大規模半壊（国制度対象）及び半壊（都制度）した世帯が、新たに住宅を建設、購入、補修又は賃貸する際に支援金を支給します。 〇 × ×

大島町住宅再建支援補助金 被災者生活再建支援金（加算支援金）に加えて、町事業として、住宅再建（補修、建設・購入）のために必要な経費を支援します。 〇 〇 ▲ 福祉けんこう
課

③多様なサービスの提供

生活支援相談の実施 社会福祉協議会の生活支援相談員を中心とした「被災者生活支援連絡会」の総合的相談体制による支援を図ります。 〇 〇 ○

医療費一部負担金の減免 災害により直接負傷した被災者に対する治療費の一部を大島町で負担します。 〇 〇 ○ 住 民 課

被災者支援対策事業費補助金 災害により負傷した被災者の治療に要する交通費や、ご遺族の方に対し、お墓参り等に要する経費を補助します。 〇 〇 ○ 福祉けんこう
課

④情報提供と相談体制の確立

司法書士無料法律相談
電話による無料法律相談

東京司法書士会、第二東京弁護士会による無料法律相談を実施します。 ○ ○ ○

①地域基盤の整備

元町地区雨水排水処理整備事業 元町地区内町道の排水構造物及び排水能力を調査し、大島支庁とも連携のうえ、排水整備計画を策定します。 〇 〇 〇
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①島内企業の早期再建と商工業の振興

中小企業再建に対する金融支援 平成２５年台風２６号により被災した大島町の中小企業に対する災害復旧資金融資の利子補給を実施し、負担軽減を行います。 〇 × ×

中小企業再建支援に対する再建支援補助 平成２５年台風２６号により被災した大島町の中小企業に対する再建支援を行います。 〇 〇 ▲ 産 業 課

②農業の早期再建と振興

農産物の地産地消の拡大 ぶらっとハウスなど直売所を活用するとともに、農業と商工業、観光との連携を強化して流通拡大を図り、地産地消を促進します。 〇 〇 ○

農業の担い手の育成 各種農業団体等との連携により、営農希望者への技術指導の実施や島外からの新規就農者の受け入れ態勢の整備など、担い手の育成を行います。 〇 〇 ○ 産 業 課

③水産業の早期再建と振興

漁場災害復旧事業 平成２５年台風２６号により被災した元町前浜周辺漁場の流木の撤去作業を行います。 〇 〇 〇

漁業振興のための助成事業 平成２５年台風２６号で被害の大きかった元町、野増、岡田地区において稚貝放流事業における上乗せ補助を行います。 〇 〇 〇 産 業 課

つきいそ事業 平成２５年台風２６号で被害を受けた海域の漁場造成を形成します。 〇 〇 〇 産 業 課

水産加工技術の向上と地産地消の拡大 水産加工技術の向上支援、伊豆大島漁協加工部等の活用による魚介類や水産加工品の流通拡大などを進め、地産地消を促進します。 〇 〇 〇 産 業 課

水産業の担い手の育成 講習会や研修会などを実施し意識向上を図るとともに、新規就業者のための技術指導や受け入れ態勢の整備など、水産業の担い手の育成を行います。 〇 〇 〇 産 業 課

④観光振興の推進

大島の魅力を伝える情報発信の強化・継続 観光客ニーズに合わせた情報をわかりやすく、継続的に発信していく体制と方法を構築していきます。 ○ ○ ○

既存資源の活用と改善による観光客の誘致推進 既存の観光資源を活用したスポーツ合宿などの誘致を促進するとともに、サイクリングなど新たなニーズに合わせた施設整備や改善への支援を行います。 〇 〇 ○ 観 光 課
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①台風26号に伴う豪雨災害の検証と地域防災計画の改訂

地域防災計画の策定 土砂災害防止法に基づく区域指定により、火山編の見直しを行い、各災害を踏まえた地域防災計画の策定を行います。 ○ × ×

災害教訓を伝える資料整備「防災手引き」の作成 住民等に分かりやすい、地震・津波・火山噴火・風水害等の災害に対応する「防災の手引」を作成し、日頃から防災意識の向上を図ります。 ○ ○ × 防災対策室

②避難施設の強化等

避難所の機能確保 避難所施設のバリアフリー化や、災害時に必要となる食料、通信機器、資機材等の備蓄、応急給水槽の設置などを検討します。 ○ 〇 ○

③災害教訓の伝承と地域防災力の向上

追悼式の開催 平成２５年１０月に発生し、大島町に未曾有の被害をもたらした台風２６号による犠牲者を追悼する式典を開催します。 〇 〇 ○

避難所の運営検討 町と自主防災組織の連携と役割分担による円滑な避難所運営を可能とするため、避難所運営の方法と体制について検討します。 〇 〇 ○ 防災対策室

避難経路計画の見直し 土砂災害、大規模地震、津波、噴火など災害ごとの特性にあわせ、自主防災組織との連携により避難経路を見直します。 ○ ○ ▲ 防災対策室

自主防災組織及び各防災関係機関との連携強化 土砂災害、地震、津波などの各種災害に対応した防災訓練や防災学習ができるよう自主防災組織を支援するとともに、各種防災関係機関との連携の強化を図ります。 ○ ○ ○ 防災対策室
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流域隣接等町道整備事業
大金沢の流路改修にあわせて、メモリアル公園と弘法浜をつなぐ生活道路ネットワークを整備するとともに、広場整備を含む修景空間の整備を進め、元町地区復興まちづくりの基盤施設として整備すること
で、被災土地の利便性の向上を図り、今後の土地利用を推進します。

○ ○ ○ 建 設 課

メモリアル公園整備事業 災害の多くの犠牲者に思いを馳せ、みんなが集まり、教訓継承と未来に向かう地域活力の源となる空間として、地域拠点づくり公園を整備します。 ○ ○ ○ 土砂災害復興推進室

神達・丸塚地区土地利用計画 神達・丸塚周辺の公共利用及び、民間誘致等を含めた検討を行い、住民の教育、福祉及び産業の振興を図ることのできる土地利用の計画を進めます。 ○ ○ ○ 土砂災害復興推進室

（仮称）地域振興センター整備事業 大島町の産業振興、地域振興の核となる場所とする。また、観光拠点となる火山博物館、隣接する宿泊エリアや文教ゾーンと連携し、多くの住民と観光客が集い、交流する場とします。 ○ ○ ○ 観光産業課

元町保育園建設事業
災害以前から基本構想にも掲げられ、老朽化による建替えとして計画をしていたが、災害により事業が先送りされたこともあり、復興の位置づけとして整備を行う。整備内容としては、大島町の子育て応援拠点
として位置づけ、病児・病後児保育などの新たなサービスの実施に向け、施設内容を充実させ、ニーズに応えた新保育園として整備します。

○ ○ ○ 福祉けんこう
課

複合公共施設建設事業 元町丸塚地区に、老朽化等により建設について検討を進めていた図書館と分散していた教育・福祉関係機関を集約した複合公共施設を建設します。 ○ ○ ○ 教育文化課

(仮称)大島町屋内運動場施設建設事業 元町丸塚地区に建設予定である複合公共施設・新元町保育園（仮称）との連携性及びスポーツ振興の観点等から全天候型屋内運動施設を建設し更なる発展を図ります。 ○ ○ ○ 教育文化課

地域基盤・インフラの復旧の方針 大金沢の堆積工、導流堤の整備、流路の屈曲部の改修と管理用通路の整備を推進します。 ○ ○ ○ 大 島 支 庁
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